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 城陽市役所商工観光課 

【研究活動の要約】 

 城陽市で着々と進む大規模開発の数々が幸せな未来をもたらすかどうかは、城陽市が誇る豊かな産業

基盤をうまく生かせるかどうかがポイントとなる。多様性を帯びた城陽市の地域産業界は魅力的である

が、これを理想的な都市開発につなげるためには、文系と理系の枠組みにこだわらない学術領域横断型

の研究を展開する必要がある。初年度となる平成３０年度は、城陽市の全貌を集約・発信するＷｅｂサ

イトの構築に向けて、文理融合型研究チームを編成して次に示す２つの研究に取り組んだ。 

 地域産業界に対するヒアリング調査および政策提案  

◎「生産」「製造」「飲食」「小売」「レジャー」「医療」の産業分野ごとにそれぞれ３９,４９,５３,４３, 

  ５１, ３９の質問項目を定め、４４の企業（個人事業主含む）に対してヒアリング調査を実施。   

◎ ヒアリング結果をもとに現状を分析し、今後の大規模開発に向けた政策を提案。 

 ヒアリング結果の数値分析およびそれを踏まえた城陽市産業支援サイトの設計  

◎ ヒアリング結果を質問項目ごとに１〜５の数値に変換し、各企業の特徴をベクトル化。例えば「生 

  産」に分類された企業の特徴ベクトルは、３９個の１〜５の数値を並べた３９次ベクトル。 

◎ 特徴ベクトル間のコサイン類似度を算出することで、同業種企業間の類似性はもちろん、異業種企 

  業間の類似性も数値化。 

◎ 潜在的意味インデキシング技術を用いて、Ｗｅｂページに掲載すべき情報を厳選。 

【研究活動の成果】 

 ヒアリング結果の数値分析結果を踏まえて、城陽市産業支援サイト（ＪｏＩｎＴ：Ｊｏｙｏ Ｉｎｄｕｓｔｒ

ｉａｌ−ｓｕｐｐｏｒｔ ＆ ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ Ｔｏｏｌ）を設計。画面上部に表示されるグローバルナビゲータ

ーは、閲覧者が親しみやすい「つくる・はたらく」「あそぶ・たいけん」「たべる・かう」「くらす」の

４つで構成。人間の直感的な行動パターンに合致するので、閲覧者の能動的なページ移動がスムーズに

行える。企業紹介ページは企業ごとに「概要＋３つの特徴＋７枚の写真＋基本情報」で構成。最下部に

設けた「お隣企業＆事業主の紹介」は受動的なページ移動を誘導する仕組み。閲覧者がもともと知りた

い情報に加え、城陽の産業にたくさん触れてもらうための工夫であり、とりわけ異業種間リンクは他に

類を見ないＪｏＩｎＴ最大の特長である。３月２８日の政策研究発表会では、ＪｏＩｎＴの説明に加え、

ヒアリング調査に基づく分析結果の報告と、今後の大規模開発に向けた政策提案も併せて行った。 

【研究成果の還元】 

2019 年 3 月 28 日 城陽市鴻ノ巣会館 城陽市役所関係者等１５名「政策研究発表会」 

2019 年 5 月下旬 城陽市産業支援サイトＪｏＩｎＴ公開（予定）  

【お問い合わせ先】 生命環境学部 応用数学研究室  准教授・岩﨑 雅史 

          Tel: 075-703-5429   E-mail: imasa@kpu.ac.jp 
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   大規模開発の現場視察(平成 30年 5月 24日)         ヒアリング調査＠旅籠屋利兵衛 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

    ６種類のシートを使い分けてヒアリング調査           政策研究発表会(平成 31年 3月 28日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   城陽市産業支援サイトＪｏＩｎＴの概略図        城陽市産業支援サイトＪｏＩｎＴトップページ 

 


